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株式会社 ミヨシ産
さ ん ぎ ょ う

業

新時代の住空間創造に向け
チャレンジ精神で事業を拡大

さ
っ
そ
く
県
内
外
の
事
務
所
や
店
舗
、
学

校
、
体
育
館
、
美
術
館
、
食
品
倉
庫
な

ど
、
多
く
の
受
注
を
獲
得
し
た
。
そ
の
後

も
、
製
造
・
加
工
工
場
は
フ
ル
稼
働
の
毎

日
で
、納
入
実
績
を
伸
ば
し
続
け
て
い
る
。

　
非
住
宅
木
造
事
業
の
取
り
組
み
は
、
自

社
の
本
社
移
転
計
画
に
も
貫
か
れ
て
い
る
。

現
在
、
米
子
市
上
福
原
で
建
設
計
画
が
進

む
新
本
社
ビ
ル
は
、
床
面
積
3
0
0
0
平

り
な
ど
で
新
設
住
宅
着
工
数
が
減
少
す
る

中
、
ミ
ヨ
シ
産
業
で
は
、
時
代
の
先
を
見

す
え
た
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
（
脱
炭
素
化
）
社
会
の
実
現
や
森
林

保
全
に
向
け
国
が
推
進
す
る
「
非
住
宅
木

造
建
築
」
事
業
だ
。
こ
れ
ま
で
木
造
と
い

え
ば
住
宅
が
主
体
だ
っ
た
が
、
C
L
T
な

ど
の
優
れ
た
木
質
建
材
の
開
発
で
、
中
大

規
模
木
造
建
築
の
可
能
性
が
拡
が
っ
た
。

C
L
T（
ク
ロ
ス
・
ラ
ミ
ネ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・

テ
ィ
ン
バ
ー
）
と
は
、
挽
き
板
を
縦
横
交

互
に
張
り
合
わ
せ
た
厚
型
パ
ネ
ル
で
、
大

規
模
な
建
物
を
支
え
ら
れ
る
強
度
が
特
徴

だ
。
2
0
1
8
年
に
は
西
伯
郡
南
部
町

に
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
《
株
式
会
社
鳥
取

C
L
T
》
を
設
立
。
県
産
材
を
有
効
利
用

し
た
C
L
T
の
製
造
を
始
め
、
全
社
で
販

　
米
子
市
に
本
社
を
構
え
、
鳥
取
、
島

根
、
岡
山
、
広
島
に
拠
点
を
置
く
《
株
式

会
社
ミ
ヨ
シ
産
業
》。
1
9
6
7
（
昭
和

42
）
年
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
販
売
か
ら
始

ま
り
、
建
築
資
材
全
般
を
扱
う
卸
売
業
と

し
て
基
盤
を
つ
く
り
、「
住
宅
産
業
に
関

わ
る
こ
と
」
を
主
軸
に
事
業
領
域
を
拡
げ

て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
と
代
理
店
契
約
を
結

ん
で
の
建
材
や
住
宅
設
備
の
販
売
の
み
な

ら
ず
、
木
材
や
外
壁
を
自
社
工
場
で
プ
レ

カ
ッ
ト
加
工
。
ま
た
、
屋
根
や
外
壁
、
太

陽
光
発
電
、
断
熱
工
事
や
エ
ク
ス
テ
リ
ア

な
ど
の
施
工
を
自
社
で
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

宅
地
造
成
開
発
や
分
譲
、
土
地
建
物
の
販

売
・
仲
介
を
行
う
不
動
産
事
業
、
さ
ら
に

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
を
設
置
し
て
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
近
年
の
物
価
高
や
住
宅
価
格
の
値
上
が

方
メ
ー
ト
ル
の
4
階
建
て
、
鳥
取
県
産
の

木
材
を
活
用
し
た
純
木
造
建
築
で
、
C
 

L
T
を
は
じ
め
ミ
ヨ
シ
産
業
が
開
発
し
た

技
術
や
最
新
鋭
の
商
品
を
活
用
し
た
建
設

物
と
な
る
。
旧
本
社
は
事
業
拡
大
に
伴
っ

て
手
狭
に
な
り
、
他
2
つ
の
事
業
部
が
市

内
の
別
の
場
所
に
点
在
し
て
い
た
が
、
新

社
屋
で
は
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
取
り
組
み

を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
社
員
が
快
適
に
働
け
る
環
境
の
整
備

が
、
新
社
屋
移
転
の
大
き
な
テ
ー
マ
で

す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
を
目
指
す
中
で
、
住
環
境
創

造
の
在
り
方
を
提
案
す
る
場
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
谷
野
利
宏

社
長
。
谷
野
社
長
は
、
純
木
造
4
階
建

て
・
床
面
積
3
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の

規
模
で
、
国
内
初
の
Z
E
B
認
証
を
目
指

す
。
ミ
ヨ
シ
産
業
の
地
域
や
自
然
、
人
へ

の
想
い
が
詰
ま
っ
た
新
社
屋
は
、

2
0
2
5
年
完
成
予
定
だ
。

売
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
2
0
2
2
年
4
月
、
ミ
ヨ
シ
産
業
の
C
 

L
T
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
工
場
が
、
同
じ
く

南
部
町
内
で
稼
働
開
始
。
株
式
会
社
鳥
取

C
L
T
と
の
、
製
造
→
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工

→
販
売
の
一
貫
体
制
が
構
築
さ
れ
る
と
、

鳥取県木材協会副会長の谷野利宏社長。中大規
模建築物の県産材利用促進に取り組む

毎年開催の経営会議は、全社員参加のもと、前期
の営業報告と今期の経営計画を共有する

造成工事が完了した米子市上福原の新社屋建設予定地。CLT工法
を使用した木造本社棟(4階建)、倉庫・加工棟、会議・研修棟から成る

地
域
の
林
業
活
性
化
に
貢
献

C
L
T
の
活
用
で

非
住
宅
木
造
事
業
へ
進
出

株式会社 ミヨシ産業

2
0
2
5
年
完
成
の
新
社
屋
は

地
球
と
人
に
優
し
い
木
造
建
築
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　地域の建築会社に対し、建築資材や住宅
設備を供給する米子営業部。意匠、機能、
性能など、多種多様なニーズに応え、商品
の提案・販売を行っている。
　新卒入社の植田さんは、米子市出身。最
初は大学生活を送った神戸で就活していた
が、次第に地元就職へシフト。建築業界に
興味があり、地域貢献に力を入れているミ
ヨシ産業を選んだ。入社後は3か月間の新
入社員研修を経て、米子営業部へ配属。現
在、建築会社、個人事業主の大工さん25
社を担当している。「会社組織の建築会社と
個人で営む大工さんでは、営業の流れも異

なります。1〜2年目は、資材の製品情報
の共有などでミスもあり、小さな事でも確
認することの大切さを学びました」と振り返
る。大学時代、飲食店のアルバイトで幅広
い世代とふれ合った経験が営業職に役立っ
ているという植田さん。お客様に対しては
受け身ではなく、お客様のためになるよう
“プラスアルファの提案”をするように心がけ
ている。「得意先から、“次もミヨシ産業に
頼もう”と思っていただける仕事を積み重ね
ていきたい」と語る。昨年初めて後輩がで
きたが、先輩たちが植田さん自身に合った
指導で育ててくれた体験を生かしている。

米子営業部／営業職
植田 晃大さん

2020年入社

プラスアルファの提案力で得意先から頼られる存在を目指す

　得意先からの電話応対や発注書の作成、
請求書のチェックなど、営業スタッフのサ
ポートを行う業務部。発注業務責任者とし
て活躍する川島さんは、新人時代から発注
ごとにカタログを調べ、商品を一つ一つ確
認しながら発注書を作成してきた。5年目の
今では、製品を識別するための品番コード
を見ただけで、メーカー名がわかるという。

「業務部は、若手が多く、先輩方もやさしく
て和気あいあいです。入社後は、職場で人
間関係がうまく築けるか不安だったのです
が、すぐに打ち解けることができました」と
振り返る。得意先や一般のお客様の応対、

住宅資材の受発注管理という日々の業務を
通し、自分が働く部門は、ミヨシ産業にま
つわるすべての人をつなげていることを実
感した川島さん。課内では6歳上の憧れの
先輩と出会い、お手本にしてきた。「メー
カーからも社内の営業からも信頼されてい
るのが伝わってくる。私もその先輩のよう
になりたいと思っています」。4年目から、
新卒入社の後輩の指導係になった。「業務
部全体の良いところや、一つ一つの業務を
やることの意味、背景をわかりやすく伝えて
いきたいです」

業務部 業務課／事務職
川島 梨花子さん

2020年入社

会社にまつわるすべての人をつなげる部門でキャリアアップ

　住宅のフェンスやカーポート、ガレージ、
窓枠など、外まわり(エクステリア)を創る金
属系部材を販売・施工するアルミ建材事業
部。2024年3月オープンの《GARDENS 
GARDEN米子》は、建築会社が手がける
住宅に調和した造園・外構・エクステリアを
トータルに提案、販売施工する新規事業で、
金田さんが中心となって立ち上げ、運営責
任者を担っている。金田さんは、馬術競技
者、乗馬のインストラクターを経て、27歳
で現在のミヨシ産業アルミ建材事業部に入
社。住宅業界はもとより、一般企業に勤め
た経験も無かった。「最初の1〜2年は施工

現場で実務を学び、その後、先輩に同行し
ながら営業の仕事を覚えました。得意先を
先輩から引き継ぎ独り立ちしても、商品知
識など学ぶべきことは増えるばかり。もとも
と、自分が知らない事や問題・課題をその
ままにしておけない性格なので、物事に直
面した時に、一つ一つクリアすることを心が
けてきました」と語る。この度の新事業は、
外構デザインに特化した企業が全国展開す
るFCに加盟して実現した。「デザイン性の
高い外構・造園の企画、提案、施工に領域
を拡げ、建築会社の家づくりを丸ごと支援
したい」と意気込んでいる。

アルミ建材事業部／次長
金田 裕太さん

2012年入社

業界未経験入社からステップアップ。新規事業の中心として活躍

株式会社 ミヨシ産業

　鳥取県の健康省エネ住宅普及促進事業を委託事
業者として推進するミヨシ産業。このほど、“低コス
トで住みながらリフォーム”をテーマに開発中のオリ
ジナル断熱工事のプロジェクトが始動した。各部門
の代表15名から成るプロジェクトチームに不動産部
から抜擢されたのは、今年2月に再入社を果たした
梅田さんだ。
　梅田さんは、元2018年度の新卒社員。大学時
代のアパート暮らしの体験から、不動産賃貸・仲介
業の仕事に就きたいと願っていた。「お客様が満足
する物件を紹介するためには、住宅そのものにつ
いて学ばなければと、ミヨシ産業に入社しました」
と振り返る。入社3年目に不動産部の営業事務へ
異動したが、当時は住宅用地の開発や分譲事業が
メインだった。梅田さんはキャリアアップを図るた
め、いったん退社して不動産の賃貸・仲介・売買
の会社に転職。約2年、業界の知識や実務を学
び、再びミヨシ産業に入社することとなった。「出
勤初日は不安でしたが、同僚からの“おかえり”の一
言に力が湧きました。当社の人の温かさ、事業部
間のつながりの良さを再確認しています」

　得意先の建築会社や自社物件に対し、新築木造
住宅・増改築リフォームの施工管理を行う住宅工
事部。自社物件の工事を担当する小谷さんは、前
職の建築会社では設計、CAD図面作成が主な業
務。現場で施工管理をしたいという希望を転職で
叶えた。「資格取得に見合った給与も励みになりま
す」と話し、今は1級建築士にチャレンジ中だ。同
じく自社物件を管理する森さんは、元鉄骨メイン
のハウスメーカー勤務。「いつか木造建築を手がけ
てみたいと思っていました。現在は木造建築の工
法、構造理論を現場で学ぶことができ、仕事が楽
しいです。扱う建材も多彩で、知識を内側から深
められるのが魅力です」。得意先の建築会社の新
築物件を担当する福谷さんは、米子市出身。前職
のゼネコンでは、6つの府県にて現場を移動する
生活が続いた。「地元に軸足を置いて仕事に打ち
込みたくなりました。当社は業界内で信用も厚く、
組織も大きく安心して働けます」。1級建築施工管
理技士の福谷さん。子どもの頃に夢見た1級建築
士取得を目指し研鑽に励んでいる。

福谷 修平さん
2022年入社

小谷 萌さん
2014年入社

森 良平さん
2020年入社

住宅工事部／施工管理職

前職の経験や技術を生かしながら
人生設計や夢に向かってさらに成長

元新卒社員で他社を経験後に再入社
全社で取り組む新規事業に抜擢

採用担当者からあなたへ

株式会社 ミヨシ産業

当社は新しい事業を次 と々
生み出す事で成長してきま
した。そのため新しい事に
臆する事なく、まずはやって
みようと行動を起こせる方
を求めています。毎年新入
社員が入るので皆さんと年
の近い先輩が多く、またイベ
ントもいろいろあり、他部署
の方と話す機会が多く私は
とても楽しいです。

公式サイトは
こちら

Instagramは
こちら

新卒採用
Instagramは
こちら

0859-34-3111

jinji@miyoshi-san.co.jp

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

資料請求・お問い合わせ先

事業内容

建築資材の卸売り及び施工、木材プレカット、
建築設計・管理・請負、太陽光発電、
不動産売買、高級食パン製造・販売

創　業　昭和42（1967）年7月
代表者　代表取締役社長　谷野 利宏
社員数　198名（男136名　女62名）
本　社　鳥取県米子市両三柳2360-8
電　話　0859-34-3111

米子市、松江市、鳥取市、岡山県、広島県

採用エリア（勤務地） 

採用区分

新卒採用 キャリア採用

さん川島 梨花子
業務部

不動産部／営業職
梅田 佳甫さん

2024年入社
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